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　11 月９日～ 12 日と神奈川県湘南学園中学校３年生の生
徒 182 名が、体験型修学旅行で周防大島町を訪れ、民泊体
験をしました。
　生徒は各受入民家で家業体験として、みかんの収穫作業
などを体験。作業の合間には自分で収穫したみかんをほお
ばるなどし、初めての収穫作業を楽しみながら行いました。
　今年は、湘南学園中学校を含め 20 校（中学・高校・大学）
３１３０人が体験型修学旅行で周防大島町を訪れました。

採れたてみかんおいしいね
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周防大島の皆さん
　たくさんの想い出をありがとう

平成 23 年度　体験型修学旅行

周防大島町体験交流型観光推進協議会では平
成 21 年度に県内では初めて民泊での体験型
修学旅行を受入れ、３年目を迎えた今年度は、
たくさんの中高生らが修学旅行で周防大島町
を訪れました。今年度の体験型修学旅行受入
れの様子を紹介します。

地方 府県

近畿地方
　大阪府（中学６校）・京都府（大学１校）
　奈良県（高校１校）・滋賀県（中学１校）

東海地方 　岐阜県（中学２校）

関東地方 　埼玉県（高校７校）・神奈川県（中学１校）

東北地方 　青森県（高校１校）

●７月６日　奈良高校離村式

周防大島町に修学旅行で訪れた学校（４月から 12 月）

生徒は、受入民
家の方と、“ 心
と心の交流” を
することによっ
て、離村式では
涙ながらに別れ
を惜しみます。

▲

生徒も受入民家の方も入村式が初めての対
面となるため、毎回楽しみの瞬間です。

離村式

▲入村式



3 広報すおう大島 平成 23 年 ( 2011 年 )12 月号

お 知 ら せ

今年度は
中高大 20 校３１３０人

民泊受入れ家庭を募集します

周防大島町体験交流型観光推進協議会
では、民泊受入れしていただける方を
引き続き募集します。子ども達を泊め
て子ども達と交流したい、してみたい
という皆さん、ぜひご協力をお願いし
ます。

▲ 11 月 12 日　
湘南学園中学校　離村式
受け入れた生徒さんといっしょに

受入民家に
インタビューしました

●受入民家
　西村俊幸さん
　　　美奈子さん（出井）

　

昨
年
の
湘
南
学
園
中
学
校
か
ら
、
民
泊

の
受
入
れ
家
庭
と
し
て
、
体
験
型
修
学
旅

行
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
中
学
が

８
校
、
高
校
が
５
校
の
あ
わ
せ
て
13
校
、

56
名
の
生
徒
さ
ん
を
受
入
れ
ま
し
た
。

　

我
が
家
は
家
業
体
験
と
し
て
、
た
て
網

な
ど
の
漁
業
体
験
、
風
呂
に
た
く
薪
の
薪

割
り
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
一
生
懸
命
手
伝
っ
て
く
れ
て
、
助
か
り

ま
す
。

　

７
月
に
は
６
月
に
受
け
入
れ
た
岐
阜
の

生
徒
さ
ん
か
ら
、
暑
中
見
舞
い
が
届
き
、

当
時
の
生
徒
さ
ん
と
の
交
流
を
思
い
だ
す

こ
と
が
で
き
て
、
大
変
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
正
月
に
年
賀
状
が
何
枚
届
く
か
今
か

ら
楽
し
み
で
す
。

　

ま
ず
は
受
入
れ
生
徒
、
合
計
１
０
０
名

を
目
指
し
て
、
来
年
も
受
入
民
家
と
し
て

参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

来年度は
小中高 22 校約４２００人
が体験型修学旅行で
周防大島町を訪れます。

生徒さんとのふれあい
が楽しいです

　

選
択
別
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
家

業
体
験
と
は
別
に
、
季
節
に
応
じ

て
周
防
大
島
な
ら
で
は
の
体
験
が

で
き
る
よ
う
周
防
大
島
町
体
験
交

流
型
観
光
推
進
協
議
会
が
企
画

し
、
68
種
類
に
お
よ
ぶ
メ
ニ
ュ
ー

の
中
か
ら
学
校
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

選
択
し
、
生
徒
に
体
験
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

体験
プログラム

▲茶がゆづくり

▲地引網漁体験

▲カヌー体験▲マーマレードづくり

▲陶芸体験

地引網で獲った魚
などは、生徒自
らがさばき、刺身
や煮付けなどにし
て、おいしくいた
だきました。

▲　 獲った魚は自分
　 たちでさばきます

その後は・・

◆問い合わせ　商工観光課
☎０８２０（７９）１００３
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来
年
２
月
中
旬
か
ら
確
定
申
告
が
始
ま
り

ま
す
。

　

期
間
中
は
、
会
場
が
大
変
混
み
合
い
、
長

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
告
の
受
付
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
待
ち
時
間
を
減
ら
す
た
め
に

　

申
告
期
間
中
、
会
場
は
多
く
の
人
で
混
み

合
い
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
計
算
や
営
業
・
農
業
の
収
入
と

経
費
の
計
算
が
さ
れ
て
い
な
い
と
、
申
告
に

時
間
が
か
か
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
会
場
で

の
申
告
が
長
時
間
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

待
ち
時
間
の
短
縮
の
た
め
、
事
前
の
資
料

整
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
医
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
場
合

　

領
収
書
は
、「
医
療
を
受
け
た
人
ご
と
」、

「
病
院
・
薬
局
ご
と
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
合
計
金
額
を
計
算
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。（
下
表
参
照
）
ま
た
、
医
療
費
の
払
い

戻
し
や
、
生
命
保
険
な
ど
の
補
て
ん
を
受
け

た
場
合
は
、
そ
の
金
額
が
わ
か
る
資
料
を
準

備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■
営
業
、
農
業
等
の
収
支
計
算
を
す
る
場
合

　

あ
ら
か
じ
め
、
毎
月
の
収
入
金
額
や
領
収

書
を
整
理
し
て
、
項
目
別
に
記
入
が
で
き
る

よ
う
、
分
類
・
集
計
の
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
■
領
収
書
等
の
注
意
事
項

　

領
収
書
や
証
明
書
は
、
必
ず
原
本
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
寄
附
金
控
除
に
つ
い
て

　

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
自
治
会

を
通
じ
て
の
災
害
義
援
金
は
、「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
に
該
当
し
、
住
民
税
、
所
得
税
の

控
除
対
象
（
い
ず
れ
も
２
千
円
を
引
い
た
残

額
）
と
な
り
ま
す
。

　

控
除
の
申
告
に
は
役
場
が
発
行
す
る
「
預

り
証
」
が
必
要
で
す
。

　

必
要
な
方
は
、
政
策
企
画
課
（
☎
０
８
２
０

（
７
４
）
１
０
０
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ  　

　

税
務
課　

　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

税
の 
申 

告 

準 

備 

は
お
早
め
に
！

氏名
（医療を受けた人） 続柄 病院・薬局名

（支払先） 治療費・薬代 補てん金
（保険金等）

大島  太郎 本人 Ａ病院 ５０, ０００円 １０, ０００円

大島  太郎 本人 Ａ薬局 ２０, ０００円

大島  太郎 本人 Ｂ病院 １０, ０００円

大島  花子 妻 Ａ病院 ５, ０００円

大島  花子 妻 Ｂ病院 １０, ０００円

合　計 ９５, ０００円 １０, ０００円

２
月
中
旬
か
ら
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

●集計要領（医療費控除の場合）
　領収書は医療を受けた人ごとに仕分けします。
　次に医療を受けた人ごとの領収書を、病院・薬局ごとに仕分けします。
　最後に医療を受けた人ごと、病院・薬局ごとの領収書の金額を各々集計します。

平
成
23
年
の
で
き
ご
と

（

広

報

紙

か

ら

）

○
2
月

・
13
日　

星
野
哲
郎
先
生
お
別
れ
会

○
３
月

・
19
日　

椋
野
小
学
校
閉
校
式

○
４
月

・
11
日　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
開

　

店
式

○
６
月

・
４
日　

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体

　

炬
火
イ
ベ
ン
ト

○
７
月

・
12
日　

大
島
中
学
校
屋
内
運
動
場

　

竣
工
式

・
16
日　

町
合
併
７
周
年
記
念
Ｎ
Ｈ

　

Ｋ
ラ
ジ
オ
放
送
「
真
打
ち
競
演
」

　

公
開
録
音

・
24
日　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
終

　

了
・
30
日　

元
気
な
島
づ
く
り
懇
談
会

　

ｉ
ｎ
情
島

○
９
月

・
10
日　

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体

　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

　

の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
「
ハ
ン
グ
・
パ

　

ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
」
開
催

○
10
月

・
７
日
～
９
日　

お
い
で
ま
せ
！
山

　

口
国
体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
開
催

・
28
日　

橋
本
武
子
メ
モ
リ
ア
ル　

　

コ
ー
ナ
ー
開
設
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

〈例〉
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◆
平
成
23
年
度
栄
養
関
係

　

功
労
者
（
地
区
組
織
）

　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

周
防
大
島
町
食
生
活
改
善
推
進  

　

協
議
会
東
和
支
部

◆
県
選
奨

　

村
川
照
敏
さ
ん
（
東
安
下
庄
）

 　
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

◆
県
農
山
村
振
興
賞

　

冨
田
安
英
さ
ん
（
東
屋
代
）

　
（
指
導
農
業
士
）

◆
第
12
回
や
ま
ぐ
ち
県
民
活
動

　

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
賞

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
周
防
大
島
ふ
る
さ
と

　

づ
く
り
の
ん
太
の
会

◆
第
52
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

　

員
研
究
協
議
会
東
京
大
会

○
平
成
23
年
度
優
良
団
体
表
彰

　

周
防
大
島
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

　

員
協
議
会

○
平
成
23
年
度
30
年
勤
続

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表
彰

　

吉
川
由
則
さ
ん
（
東
安
下
庄
）

◆
全
国
福
祉
大
会

　
（
優
良
地
区
団
体
）

　

中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　

県
共
同
募
金
会
周
防
大
島
支
会

◆
第
61
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

○
作
文
の
部

・
優
秀
（
山
口
保
護
観
察
所
長
賞
）

　

由
元
未
来
さ
ん

　
（
東
和
中
学
校
１
年
）

受
章
・
表
彰

◆
瑞
宝
双
光
章

　

伊
勢
良
久
さ
ん
（
西
三
蒲
）

　
（
元
周
防
大
島
町
消
防
団
長
）

◆
黄
綬
褒
章

　

小
野
為
雄
さ
ん
（
小
松
）

　
（
業
務
精
励
・
印
章
製
作
販
売
業
）

・
入
選

　
（
大
島
保
護
区
保
護
司
会
長
賞
）

　

久
芳
有
沙
さ
ん

　
（
久
賀
中
学
校
３
年
）

　

林　

敦
輝
く
ん　

　
（
安
下
庄
中
学
校
３
年
）

　

入
本
界
登
く
ん

　
（
情
島
中
学
校
３
年
）

　

中
本
愛
乃
さ
ん

　
（
大
島
中
学
校
２
年
）

○
標
語
の
部

・
優
秀
（
山
口
保
護
観
察
所
長
賞
）

　

柳
井
悠
二
く
ん

　
（
東
和
中
学
校
３
年
）

・
入
選

　
（
大
島
保
護
区
保
護
司
会
長
賞
）

　

江
本
茉
央
さ
ん

　
（
久
賀
中
学
校
３
年
）

　

中
谷
敦
子
さ
ん

　
（
安
下
庄
中
学
校
３
年
）

　

坂
岡
礼
絵
さ
ん

　
（
東
和
中
学
校
３
年
）

　

野
村
萌
香
さ
ん

　
（
大
島
中
学
校
２
年
）

○
主
張
発
表
の
部

・
最
優
秀

　

中
谷
敦
子
さ
ん

　
（
安
下
庄
中
学
校
３
年
）

町
職
員
の
人
事
異
動

　
　
（　
　

）
内
は
旧
所
属

　

平
成
23
年
12
月
１
日
付

　

農
林
課　

　

東　

佳
樹
（
社
会
教
育
課
）

【
退
職
】

　

平
成
23
年
11
月
30
日
付

　

浜
元
孝
生

　
（
総
務
課
戸
籍
住
基
班
長
）

（
平
成
23
年
12
月
1
日
付
け
、敬
称
略
、

任
期
・
平
成
25
年
11
月
末
日
ま
で
）

○
久
賀
地
区

・
主
任
児
童
委
員

　

柏
村
寿
美
子
（
新
開
東
）

　
【
担
当
区
域
】
久
賀
地
区
全
域

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

◆
平
成
23
年
度
県
更
生
保
護

　

事
業
（
功
労
者
表
彰
）

　

法
務
大
臣
感
謝
状

　

町
内
各
中
学
校
（
久
賀
・
大
島
・

　

情
島
・
東
和
・
安
下
庄
）

◆
平
成
23
年
度
県
緑
の
カ
ー

テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

・
家
庭
部
門　

優
秀
賞

　

藤
田
タ
ケ
ミ
さ
ん
（
土
居
）

・
優
秀

　

木
嶋
郁
哉
く
ん

　
（
大
島
中
学
校
３
年
）

　

入
本
界
登
く
ん

　
（
情
島
中
学
校
３
年
）

　

山
川　

咲
さ
ん

　
（
情
島
中
学
校
３
年
）

　

菊
田
し
ず
か
さ
ん

　
（
東
和
中
学
校
３
年
）
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宮
本
常
一
が
撮
影
し
た
写
真
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
宮
本
常

一
へ
の
理
解
を
深
め
、
周
防
大
島
町
の
歴
史
や
地
域
の
変
遷
へ
の

興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
町
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
コ

ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
第
６
回
目
と
な
る
今
年
度
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
は 

46
点
（
54
人
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
撮
影
さ
れ
た
場
所
や
使
わ
れ
て
い
る
道
具
に

つ
い
て
、
地
域
の
方
々
や
家
族
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
り
、

同
じ
地
点
を
撮
影
し
て
そ
の
変
化
を
比
べ
た
り
す
る
な
ど
、
調
べ

方
を
工
夫
し
作
品
に
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

調
査
活
動
を
通
し
て
、「
宮
本
常
一
さ
ん
の
思
い
や
考
え
」「
ふ
る

さ
と
周
防
大
島
の
人
々
の
願
い
」
な
ど
に
も
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

教
育
長
賞
に
輝
い
た
の
は
、
安
下
庄
中
学
校
１
年
大
久
保
亮
汰

く
ん
「
宮
本
常
一　

背
負
子
の
調
査
」
で
す
。
特
選
に
選
ば
れ
た

の
は
、
森
野
小
学
校
５
年
佐
野
壮
志
く
ん
「
東
和
地
区
の
今
と
昔
」、

城
山
小
学
校
５
年
岡
本
芽
以
さ
ん
と
高
田
祐
子
さ
ん
「
宮
本
常
一

の
歩
ん
だ
道
」、
大
島
中
学
校
１
年
松
本
大
輝
く
ん
「
常
一
の
撮
っ

た
写
真
で
町
を
調
査
せ
よ
！
」、
安
下
庄
中
学
校
２
年
川
口
拓
海
く

ん
「
久
賀
町
の
商
店
街
の
今
と
昔
」
の
４
点
で
す
。
そ
の
他
入
選

６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
賞
に
は
油
田
小
学
校
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
し
て
、
宮
本
常
一
が
実
践
し
た
「
あ
る

く　

み
る　

き
く
」

の
精
神
を
子
ど
も
た

ち
が
受
け
継
ぎ
、
ふ

る
さ
と
の
よ
さ
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度　

宮
本
常
一
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真
を
調
べ
る
コ
ン
ク
ー
ル

　

朝
晩
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ
て
い
る
方
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
今
回
は
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
時
間
を
か
け
て
体
内
に
酸
素
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
に
取
り
込
ん
だ
酸
素
は
余
分
な
体
脂
肪
を
燃
や
し
、

肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
前
に
は
、
筋
肉

や
腱
を
伸
ば
す
な
ど
の
体
操
を
行
い
、
体
を
柔
軟
に
す
る
こ
と
で
、
け
が
や
故
障
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
体
調
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
き
、
腰
や
ひ
ざ
、
背
中
に
痛

み
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
無
理
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
旬
の
大
根
を
使
っ
て
簡
単
に
で
き
る
う
す
味
の
献
立
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ

ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　

周
防
大
島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
東
和
支
部　

竹
本
よ
し
江

１人分の熱量

エネルギー 　73kcal
たんぱく質 2.2g
脂質 6.0g
カルシウム 14mg
鉄分 0.2mg
ビタミンＡ 147 ㎍
ビタミンＢ１ 0.02mg
ビタミンＢ２ 0.02mg
ビタミンＣ 6mg
食物繊維 0.8g
塩分 0.6g

大根とツナの
マヨネーズ和え

材料（４人分） 作り方

大根　　　　　　　　　８０ｇ
にんじん　　　　　　　４０ｇ
きゅうり　　　　　　　３０ｇ
ツナ缶　　　　　　　　４０ｇ
マヨネーズ　　大さじ１・1/2

１．大根・にんじんはうすいイチョ
ウ切り、きゅうりは輪切りにして、
塩を小さじ１/3 程度振り、軽くも
み水気をしぼる。
２．ボウルに①の野菜・ツナ缶を入
れ、マヨネーズで和える。

▲教育長賞
安下庄中学校１年
大久保亮汰
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農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
有
権
者
（
農

業
経
営
者
等
）
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
よ
り
、
そ

の
選
挙
資
格
を
調
査
し
、
調
製
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
毎
年
一
定
時
期
を
基
準
と
し
て
選
挙
権
を
有
す
る
者
を
登
録

し
、
名
簿
確
定
後
は
一
定
期
間
据
え
置
い
て
、
そ
の
期
間
に
行
わ
れ
る
農
業

委
員
会
の
委
員
に
関
す
る
す
べ
て
の
選
挙
に
用
い
ら
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
こ

と
を
「
定
時
調
製
名
簿
」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
作
成
す
る
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
今
後

１
年
間
は
農
業
委
員
会
の
委
員
に
関
す
る
選
挙
へ
の
投
票
や
リ
コ
ー
ル
の
請

求
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
「
申
請
が
必
要
な
方
」
に
該
当
さ
れ

る
農
業
従
事
者
の
方
は
、
こ
の
広
報
と
同
時
に
配
布
さ
れ
て
い
る
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
が
必
要
な
方　

①　

周
防
大
島
町
に
住
所
を
有
す
る
年
齢
満
20
歳
以
上
で
10
ア
ー
ル
以
上
の

農
地
を
耕
作
さ
れ
て
い
る
方

②　

①
の
同
居
の
親
族
又
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
概
ね
60
日
以
上
耕
作
に

従
事
す
る
年
齢
満
20
歳
以
上
の
方

◆
申
請
書
の
提
出
先　

周
防
大
島
町
農
業
委
員
会
（
久
賀
庁
舎
内
）

　

お
近
く
の
総
合
支
所
・
出
張
所
又
は
行
政
連
絡
員
さ
ん
を
通
じ
て
提
出
さ

れ
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

◆
申
請
書
の
提
出
期
限　

　

平
成
24
年
１
月
10
日
㈫

　

※
行
政
連
絡
員
さ
ん
を
通
じ
て
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
１
月
６
日
㈮
ま
で

に
行
政
連
絡
員
さ
ん
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
に
つ
い
て

○
第
２
回
中
高
一
貫
教
育
教
科
部
会

　

養
護
部
会
の
実
施　

　

夏
季
休
業
中
に
各
教
科
で
教
科
部
会
や
、
養

護
部
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
内
容
は
、

周
防
大
島
高
校
が
求
め
る
５
教
科
の
力
、
交
流

授
業
に
お
け
る
課
題
や
改
善
方
法
、
学
力
の
向

上
を
図
る
た
め
の
教
科
で
の
取
組
、
今
年
度
の

懸
案
事
項
を
中
心
に
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
学
期
か
ら
も
交
流
授
業
や
研
究
授
業
が
行
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
中
高
の
教
員
が
お
互
い

に
意
見
を
出
し
合
い
推
進
目
標
で
あ
る
地
域
の

生
徒
を
地
域
で
育
て
る
教
育
の
実
践
を
再
確
認

中    

高   

一    

貫    

教    

育    

だ    

よ    

り    

④

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
中
高
一
貫
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

９
月
26
日
か
ら
９
月
29
日
に
か
け
て
、
連
携

中
学
校
出
身
の
高
校
１
年
次
生
を
対
象
に
、
第

２
回
目
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
出
身
中
学
校
の
養
護
教
諭
が
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
行
い
、
一
年
間
の
折
り
返
し
の
こ

の
時
期
に
あ
た
り
、
悩
み
や
不
安
を
解
消
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。■問い合わせ　事務局

　周防大島高等学校　☎０８２０（７７）１０４８

カウンセリング後の生徒の感想

・久しぶりに先生に会って、少し昔を思い出しまし
た。あの頃心に決めた事が実現できているか考え
ました。一日一日をきちんと過ごすためにも、将
来の事を今のうちにしっかり考えとかないといけ
ないことを自覚しました。充実した時間をありが
とうございます。
・久しぶりに会っていろんな話を聞かせてもらい、
とてもためになった。１学期もこの様な機会があっ
たので、２回目ということで少し嬉しかった。ま
たこのような機会があれば是非参加したいと思う。

▲カウンセリングの様子
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た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た

第
６
回
周
防
大
島
ま
る
か
じ
り
開
催

▲今年初めて開催された、軽トラックを引っ張
る速さを競った『軽１グランプリ』の様子

餅
ま
き
は
、
子
ど
も
の
部
、
高
齢
者
の

部
、
一
般
の
部
に
別
け
て
行
わ
れ
ま
し

た
。（
写
真
は
子
ど
も
の
部
の
餅
ま
き
）

　

11
月
20
日
、
周
防
大
島
ま
る
か
じ
り
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る

第
６
回
周
防
大
島
ま
る
か
じ
り
が
、
椋
野
漁
港
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
農
産
物
や
衣
料
品
、
雑
貨
品
な
ど
を

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で
販
売
す
る
、『
軽
ト
ラ
港
ま
つ
り
』な
ど
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
約
６
千
人
の
方
が
訪
れ
、

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
み
か
ん
鍋
の
振
舞
い
も
行
わ
れ
、

集
ま
っ
た
人
々
は
あ
つ
あ
つ
の
鍋
を
ほ
お
張
り
、
心
も
体
も
温
ま

り
ま
し
た
。

▲

　

11
月
13
日
、
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
（
奨
学
金
）
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
星
野
先
生
か
ら
、
ふ
る
さ
と

周
防
大
島
町
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
町
内
の
学
校
に
通
う
学

生
、
町
外
の
学
校
に
通
う
町
出
身
の
学
生
に
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め

２
０
０
０
字
程
度
の
作
文
を
提
出
し
、
選
ば
れ
た
学
生
に
学
資
資
金

を
授
与
す
る
も
の
で
す
。

　

４
回
目
と
な
る
平
成
23
年
度 
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
は
、
18

名
の
応
募
が
あ
り
、
選
考
委
員
会
の
厳
正
な
審
査
の
結
果
５
名
の
受

賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
回
受
賞
さ
れ
た
作
品
は
表
彰
式
で
朗
読

さ
れ
、
皆
さ
ん
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
表
彰
式
に
出
席
し

た
星
野
先
生
の
ご
子
息
、
有
近
真
澄
さ
ん
は
、「
星
野
が
こ
の
記
念

館
が
出
来
た
と
き
に
『
こ
の
島
の
子
ど
も
達
に
愛
さ
れ
て
い
る
事
を

忘
れ
な
い
で
。』
と
言
っ
た
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
受
賞

さ
れ
た
方
、
こ
の
度
の
応
募
い
た
だ
い
た
方
、
全
て
の
方
の
夢
が
実

現
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
受
賞
者
に
、
奨
学
金
20
万
円
と
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
年
度
も
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
を
行
う
予
定
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
町
内
の
学
校
に
通
う
学
生
、
町
外
の
学
校
に
通
う
町

内
出
身
の
学
生
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

星野哲郎スカラシップ
表彰式

受賞者の皆さん（写真右から）
渥美友紀さん（周防大島高校２年）
西村優佑さん（大島商船高専５年）
椎木町長
下瀬弘幸さん（大島商船高専専攻科２年）
石田康江さん（大島看護専門学校１年）
今屋郁美さん（大島看護専門学校１年）
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日
本
民
具
学
会
第
36
回
全
国
大
会
が
10
月
29
日
、
30
日
の
二
日
間
に
わ

た
っ
て
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
民
具
学
会
は
町

出
身
の
民
俗
学
者
・
宮
本
常
一
先
生
が
創
立
に
深
く
関
わ
っ
た
学
会
で
す
。

　

29
日
の
「
宮
本
常
一
没
後
30
年
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
「
宮
本
常

一
写
真
に
よ
る
生
活
文
化
研
究
」
と
題
し
て
、
印
南
敏
秀
氏
（
愛
知
大
学

教
授
）
ら
に
よ
る
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
左
下
写
真
）
周
防
大

島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
す
る
宮
本
常
一
写
真
を
は
じ
め
、
写
真
資

料
を
も
と
に
し
た
研
究
の
方
法
が
提
示
さ
れ
、
ま

た
研
究
に
住
民
が
参
加
す
る
こ
と
で
地
域
文
化
の

再
発
見
に
つ
な
が
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

田
村
善
次
郎
氏（
武
蔵
野
美
術
大
学
名
誉
教
授
）

は
、「
写
真
一
枚
一
枚
に
つ
い
て
、
み
ん
な
が
一

緒
に
な
っ
て
情
報
を
読
み
と
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
に
な
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
町
の
内
外
か
ら
１
４
６
名

の
方
が
参
加
さ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
議
論
に
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　日本民具学会全国大会

　

11
月
６
日
、
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
、
大
島
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
40
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
大
島
オ
レ

ン
ジ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
時
計
台
と
自

動
血
圧
計
２
台
が
町
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

時
計
台
は
総
合
体
育
館
の
国
道
沿
い
に
設

置
し
、
自
動
血
圧
計
は
橘
総
合
支
所
お
よ
び

橘
総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

 

時
計
台
・
自
動
血
圧
計  

 

を
寄
贈

▲記念式典において岡畠斉大会委員長か
ら椎木町長へ目録が手渡されました。

母
校  

東
和
中
で
講
演

　

11
月
４
日
、
電
機
メ
ー
カ
ー
で
液

晶
テ
レ
ビ
の
開
発
に
長
年
に
わ
た
り

従
事
さ
れ
た
、
東
和
（
長
崎
）
出
身

の
鳴
重
泰
さ
ん
が
、
母
校
の
東
和
中

学
校
で
、『
夢
の
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

開
発
へ
の
挑
戦
』
と
題
し
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

鳴
重
さ
ん
は
、
液
晶
テ
レ
ビ
の
開

発
を
通
し
て
、
物
作
り
の
素
晴
ら
し

さ
を
話
さ
れ
、
生
徒
に
は
「
自
分
が

や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
、
夢
を
実

現
し
て
ほ
し
い
。」
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
ま
し
た
。

▲液晶テレビの仕組みについて説明する
鳴重さん。

　

11
月
14
日
、
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
で
入
賞

さ
れ
た
町
出
身
の
選
手
が
椎
木
町
長
へ
入
賞
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
報
告
し
た
の
は
、
セ
ー
リ
ン
グ

競
技
少
年
男
子
セ
ー
リ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
級
で
優

勝
し
た
久
賀
出
身
の
小
泉
颯
作
さ
ん
と
小
泉
維
吹

さ
ん
。
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
成
年
男
子

で
３
位
に
入
賞
し
た
小
松
開
作
出
身
の
古
崎
智
也

さ
ん
の
３
名
。

　

小
泉
さ
ん
は
兄
弟
で
国
体
に
出
場
し
、
兄
の
颯

作
さ
ん
は
「
練
習
か
ら
帰
っ
て
家
で
、
自
分
の
経

験
な
ど
を
、
弟
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
の
が
よ
い
結

果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
、
古
崎
さ

ん
は
「
優
勝
を
狙
え
る
チ
ー
ム
だ
っ
た
の
で
、
３

位
に
な
っ
て
悔
し
い
で
す
。」
と
町
長
へ
報
告
し

ま
し
た
。

▲時計台

▲自動血圧計

国体で入賞しました

写
真
前
列
右
か
ら
優
勝
し
た
小

泉
維
吹
さ
ん
・
颯
作
さ
ん
、
３

位
入
賞
し
た
古
崎
智
也
さ
ん
。

▲
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星
野
哲
郎
記
念
館

パ
ー
ト
従
業
員
を
募
集

■
募
集
人
数
・
勤
務
内
容
等

・
パ
ー
ト
従
業
員　

１
名

・
受
付
業
務
お
よ
び
清
掃
業
務

・
星
野
哲
郎
記
念
館
へ
通
勤
可
能

な
18
歳
以
上
50
歳
く
ら
い
ま
で
の

方
。（
未
成
年
の
場
合
は
保
護
者
の

同
意
が
必
要
で
す
。）

・
土
日
祝
日
、
盆
、
年
末
年
始
の

勤
務
可
能
な
方
（
但
し
、
シ
フ
ト

の
関
係
に
よ
り
、
休
暇
の
場
合
も

あ
り
ま
す
。）

■
勤
務
期
間
・
勤
務
時
間

　

平
成
24
年
３
月
末
ま
で
（
期
間

延
長
更
新
の
場
合
有
り
）

　

週
２
～
３
日
程
度
（
土
日
祝
日

等
含
む
月
９
～
10
日
程
度
の
出
勤
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

■
面
接
日
・
場
所

　

平
成
24
年
１
月
17
日
㈫　

周
防

大
島
町
大
字
久
賀
５
１
３
４　
　

　

周
防
大
島
町
役
場　

久
賀
庁
舎

■
面
接
申
し
込
み
方
法

　

平
成
24
年
1
月
10
日
㈫
17
時
ま

で
に
、
履
歴
書
を
郵
送
も
し
く
は
、

持
参
の
う
え
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
但
し
、
提
出
さ
れ
た
履
歴
書

の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
詳
細
な
面
接
日
時
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課  

公
共
施
設
管
理
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

募
集

管
理
栄
養
士
・
栄
養
士

（
臨
時
職
員
）
を
募
集

■
募
集
人
員　

　

若
干
名

■
応
募
資
格

　

管
理
栄
養
士
、
栄
養
士
の
資
格

を
有
す
る
者

■
業
務
内
容
等

・
高
齢
者
の
栄
養
指
導
（
個
別
指

　

導
や
集
団
指
導
な
ど
）

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
入
力

■
勤
務
期
間
お
よ
び
勤
務
時
間

・
平
成
24
年
１
月
４
日
㈬
～
３
月

　

30
日
㈮
（
更
新
あ
り
）

・
栄
養
指
導
を
実
施
す
る
予
定
日

　

と
そ
の
時
間

■
勤
務
場
所　

　

橘
庁
舎
内
（
西
安
下
庄
）

　

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
班

■
面
接
日
・
場
所

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

12
月
26
日
㈪
ま
で
に
履
歴
書
お

よ
び
資
格
者
証
（
写
）
を
郵
送
も

し
く
は
持
参
の
う
え
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

〒
７
４
２
‐
２
８
０
６

　

周
防
大
島
町
大
字
西
安
下
庄

３
９
２
０
番
地
３

　

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
班

■
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
３
０

介
護
保
険
認
定
調
査
員

臨
時
職
員
募
集

■
業
務
内
容

　

介
護
保
険
認
定
調
査
員
と
し
て

訪
問
調
査
に
従
事

■
応
募
資
格

○
介
護
保
険
認
定
調
査
員
と
し
て

　

１
年
以
上
の
経
験
の
あ
る
人

○
介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
師
、　

　

社
会
福
祉
士
、
看
護
師
、
准
看

　

護
師

■
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

■
勤
務
場
所
お
よ
び
勤
務
形
態

　

町
内
、
平
日
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

■
雇
用　

選
考
し
、
平
成
24
年
２

月
１
日
㈬
以
降
に
採
用
予
定

■
募
集
期
限

　

平
成
24
年
１
月
13
日
㈮
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

介
護
保
険
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
３

自
衛
官
の
募
集
案
内

〇
自
衛
隊
貸
費
学
生
（
技
術
）

■
受
験
資
格

　

大
学
理
学
部
・
工
学
部
の
３
・
４

年
次
ま
た
は
大
学
院
（
専
門
職
大
学

院
を
除
く
）
修
士
課
程
で
理
学
・
工

学
を
専
攻
し
て
い
る
者
（
平
成
24
年

４
月
１
日
現
在
）

■
受
付
期
限

　

平
成
24
年
1
月
13
日
㈮
ま
で

■
試
験
日　

平
成
24
年
２
月
４
日
㈯

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
市
南
町
3
丁
目
8
番
4
号　

　

荒
田
ビ
ル
2
階

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

　

　フェリー「しらきさん」は、ドック
のため平成 24 年１月 13 日㈮から１
月 21 日㈯まで運休となりますので、
伊保田港には寄港いたしません。
　詳しくは周防大島松山フェリー㈱ま
でお問い合わせください。

◆問い合わせ
周防大島松山フェリー株式会社
☎０８２０（７５）１５７５ 

フェリー「しらきさん」
運休のお知らせ
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固
定
資
産
税

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
農
業
・

漁
業
、
会
社
や
個
人
で
工
場
・
商

店
な
ど
を
経
営
さ
れ
る
方
で
、
そ

の
事
業
に
用
い
る
機
械
・
器
具
・

備
品
等
の
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

方
は
、
毎
年
１
月
31
日
（
土
・
日
、

祝
日
の
場
合
は
翌
開
庁
日
）
ま
で

に
市
町
村
長
に
申
告
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
地
方

税
法
３
８
３
条
）

※
事
業
を
廃
止
・
休
業
さ
れ
た
場

合
も
申
告
は
必
要
で
す
。

■
提
出
の
期
限

 　

平
成
24
年
１
月
31
日
㈫

■
提
出
先

 　

税
務
課
課
税
第
２
班

 　

各
総
合
支
所
・
出
張
所

 　

郵
送
さ
れ
る
場
合
で
、
受
付
印

を
押
し
て
あ
る
償
却
資
産
申
告
書

（
申
告
控
）
の
返
送
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
返
信
用
切
手
を
貼
付
し

た
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
前
年
度
以
前
か
ら
申
告

し
て
い
る
方
に
は
、
昨
年
申
告
し

た
償
却
資
産
が
印
刷
さ
れ
て
い
る

償
却
資
産
一
覧
表
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
今
回
が
初
め
て
と
な
る
方

は
申
告
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
不
明
な
点
、
詳
し
い
内

容
は
、
税
務
課
課
税
第
２
班
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
注
意
点

※
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
は
確

定
申
告
の
減
価
償
却
と
は
別
の
申

告
と
な
り
ま
す
。

※
申
告
書
受
付
後
、
国
税
申
告
書

（
確
定
申
告
）
等
の
調
査
に
よ
り

修
正
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

 　

な
お
、
申
告
書
の
発
送
は
、
12

月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

 　

税
務
課　

課
税
第
２
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

大
島
テ
レ
ビ
中
継
局

（
飯
ノ
山
）の「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
」

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
変
更
さ
れ
ま

す■
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
対
象
テ
レ
ビ

　

大
島
テ
レ
ビ
中
継
局
を
受
信
し

て
い
る
テ
レ
ビ

■
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
を
変
更
し
て

い
た
だ
く
期
間

　

平
成
24
年
１
月
16
日
㈪
か
ら
２

月
19
日
㈰
ま
で
の
間

■
変
更
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

　

変
更
前
「
56
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

　

変
更
後
「
45
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

■
問
い
合
わ
せ

　

チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー　

　

０
１
２
０
‐
９
２
２
‐
３
０
３

※
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

☎
０
３
‐
４
３
２
１
‐
０
７
７
０

平
日　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

土
日
祝　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

　
  里山で繁茂したモウソウ竹林を見かけますが、竹
の繁茂に困っている方も多いと思います。あなた
もその竹林を活用してたけのこを生産してみませ
んか。
　竹は適切に管理すれば、拡大を防ぐことができ
るだけでなく、たけのこ等の豊かな恵みをもたら
してくれます。
　このため県では、竹林整備およびたけのこ生産
の基礎的な知識・技術に関する講習会を次のとお
り開催します。

◆受講対象者
　竹林整備またはたけのこ生産に興味がある方
◆募集人員
　20 名程度
◆日時
　12 月 22 日㈭
　午前 10 時から午後３時まで
◆内容
　竹林整備・たけのこ生産の基礎知識、竹林整備
実習ほか
◆実施場所 
　周防大島町内
　（受講いただける方に後日お知らせします。）
◆受講料 
　無料
◆申し込み期限
　12 月 21 日㈬まで
◆主催
　山口県柳井農林事務所

◆申し込み・問い合わせ
　山口県岩国農林事務所（柳井農林事務所兼務）
　森林部　森林づくり推進課
　☎０８２７（２９）１５６５
　ファックス
　　０８２７（２９）１５９５
※申込時には、住所・氏名・生年月日・電話番号
をお伝えください。

「たけのこづくり講習会」
の受講生を募集します

　　　　　山口県柳井農林事務所森林部

お
知
ら
せ
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○潮風呂保養館
☎０８２０（７９）００２１
・休館日　12 月 27 日㈫
・マイクロバスの運休
　12 月 31 日㈯～ 1 月３日㈫
○竜崎温泉潮風の湯
☎０８２０（７７）１２３４
・休館日　12 月 26 日㈪、1 月４日㈬
・マイクロバスの運休
　12 月 31 日㈯～ 1 月４日㈬
※プール施設は、12 月 26 日㈪～ 1
月 4 日㈬までの間、休業します。
※温泉施設は、12 月 31 日㈯は、午
後５時までの営業です。
○片添ケ浜温泉遊湯ランド
☎０８２０（７８）２２２６
・休館日　12 月 30 日㈮～ 31 日㈯、
　　　　　1 月 2 日㈪
・マイクロバスの運休
　１月３日㈫、1 月５日㈭
※元旦は初湯につかり、初日の出を眺
めていただくため、午前７時から午
後２時まで営業します。また、先着
順にぜんざいを無料サービスします。
○星野哲郎記念館
☎０８２０（７８）０３６５
・休館日　12 月 28 日㈬、1 月４日㈬

年末年始
休業・営業のご案内

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

が
送
付
さ
れ
ま
す

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
な
ど
の

「
老
齢
年
金
」
は
、
所
得
税
法
上

の
雑
所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
老
齢

年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
１

年
間
の
年
金
の
支
払
総
額
な
ど
を

記
載
し
た
「
源
泉
徴
収
票
」
が
平

成
24
年
１
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
確
定
申
告
及
び
住
民
税

の
申
告
の
際
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
再
発
行

で
き
ま
す
の
で
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
障
害
年
金
」
や
「
遺
族

年
金
」
に
つ
い
て
は
課
税
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
源
泉
徴

収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

岩
国
年
金
事
務
所　

☎
０
８
２
７
（
２
４
）
２
２
２
２

防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　

毎
年
1
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で

は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

で
す
。

　

こ
の
機
会
に
防
災
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

平
成
24
年
１
月
15
日
㈰

　

午
前
10
時
か
ら

■
場
所　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料

特　設　人　権　相　談　所
◆日　　時　平成 24 年 1 月 16 日㈪　午前９時 30 分～正午

◆場　　所　久賀総合センター

◆相談内容　法律、人権、土地、家屋、金銭貸借、離婚など

　　　　　　あらゆる生活上の心配事

◆相 談 員 　 人権擁護委員

◆問い合わせ　福祉課　
　　☎０８２０（７７）５５０５

農
地
の
賃
借
料
情
報
を

提
供
し
ま
す

　

農
地
法
第
52
条
に
基
づ
く
賃
借

料
情
報
の
提
供
を
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借

（
75
筆
）
に
お
け
る
賃
借
料
水
準

（
10
ａ
当
た
り
）
は
、
表
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

農
業
委
員
会
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

●周防大島町賃借料情報
農地の区分 平均額 最高額 最低額

田（水稲）の部
基盤整備地域 ８, ３００円 １４, ４００円 ３, １００円

未整備地域 ６, ０００円 １０, ７００円 ２, ４００円
　 畑（普通畑）の部 ６, ４００円 ７, ３００円 ２, ５００円
　 畑（樹園地）の部 ３, ８００円 ７, １００円 ２, ７００円
※賃借料を物納支給（水稲）としている場合は 60 ㎏当たり１０，７７５円に換算しています。
※金額は算出結果を四捨五入し１００円単位としています。
※農地の貸借の方法は、上記のほか、借賃の発生しない「使用貸借」

（Ｈ 22 年実績２９４筆）があります。

■
講
師　
　

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校　
　

　

藤
井
敬
治

　

県
大
島
防
災
セ
ン
タ
ー　
　

　

井
上　

栄

■
問
い
合
わ
せ　

山
口
県
大
島
防
災
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
１
３
３

ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も
り

の
方
の
職
業
的
自
立
を

応
援
し
ま
す

　

厚
生
労
働
省
と
山
口
県
か
ら
の

委
託
・
周
南
市
か
ら
の
協
力
を
受

け
て
、
若
者
の
職
業
的
自
立
の
た

め
の
無
料
総
合
相
談
窓
口
「
し
ゅ

う
な
ん
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
平
成
20
年
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
周
防
大
島
町
に
て

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
対
象　

概
ね
15
歳
以
上
40
歳
未

満
で
現
在
働
い
て
い
な
い
人
、
お

よ
び
そ
の
保
護
者

■
相
談
日　

平
成
24
年
１
月
14
日
㈯

※
要
予
約

■
相
談
料　

無
料

■
時
間
割　

１
回
40
分

　

①
午
前
10
時
～
10
時
40
分

　

②
午
前
11
時
～
11
時
40
分

　

③
午
後
１
時
～
１
時
40
分

　

④
午
後
２
時
～
２
時
40
分

　

⑤
午
後
３
時
～
３
時
40
分

■
場
所

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

※
専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
臨
床
心
理
士
が
対
応
し
ま

す
。
相
談
内
容
や
個
人
情
報
が
外

に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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お知らせ 12 月

平成 24 年成人式
　
　◆日時・場所
　　平成 24 年１月４日㈬
　・式典　
　　午前 11 時～
　　　橘総合センター

平成 24 年消防出初式
　◆日時・場所
　　平成 24 年１月５日㈭
　・観閲行進　
　　午前９時 15 分～
　・式典　
　　午前 10 時～
　　　県大島防災センター

竜崎温泉温水プール指導日（12 月 21 日～１月 20 日）
実施日

12 月 　21 日㈬、22 日㈭

１月
　11 日㈬、12 日㈭、13 日㈮、17 日㈫、18 日㈬
　19 日㈭、20 日㈮

※指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
　事情により変更することがあります。
◆問い合わせ　介護保険課　介護予防班　☎ 0820（77）5530

や な い 警

察

署

だ

よ

り

犯罪や事故のない明るい年末年始を！

　年末年始は、犯罪や事故が多発するおそれがあるため、警察では今年も
年末年始の特別警戒活動や交通安全運動を実施します。
　明るい新年を迎えるため、次のことに気をつけましょう。

◆問い合わせ
　周防大島幹部交番　
　☎０８２０（７２）０１１０　
　柳井警察署　　　　
　☎０８２０（２３）０１１０

〇侵入盗被害の防止
　県内では、侵入盗被害の約半数が無施錠の
玄関や窓から侵入されてい
ます。
　外出や就寝の際は必ず鍵
を掛けましょう。
　防犯性能の高い住宅部品
の取付けも重要です。

〇振り込め詐欺被害の防止
　不審な電話やメール、ハガキ等が届いた
ときは、次の点に注意しましょう。

〇交通事故防止
　高齢者が関与する交通事故が多発して
います。思いやりとゆずり合いの気持ち
で、安全運転に努めましょう。
　飲酒運転は、判断力や集中力が著しく低
下した状態で運転する大変危険な行為で
す。「飲んだら乗らない　乗るなら飲まな
い　飲ませない」を守りましょう。

■
問
い
合
わ
せ

　

し
ゅ
う
な
ん
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
８
３
４
（
２
７
）
６
２
７
０

・すぐに振り込まない。
・警察や家族に相談する。
・身に覚えのない要求は無視する。

　役場（政策企画課、各総合支所・出張所）にお

いて平成 24 年１月 24 日㈫まで購入できます。

◆サイズ　縦 14 ×横８センチメートル
◆販売価格　５００円（税込み）
◆問い合わせ　政策企画課
　　☎０８２０（７４）１００７

平成 24 年版山口県民手帳販売中
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お知らせ 12 月

催
し

も
う
す
ぐ
お
正
月

し
め
縄
作
り
体
験
学
習
参
加

者
を
募
集

親
子
で
の
参
加
、
大
歓
迎
！

■
講
師　

渥
美
秀
春
さ
ん

■
日
時　

　

12
月
23
日
㈮　

　

午
後
2
時
～
4
時

※
午
後
1
時
30
分
よ
り
周
防
大
島

　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
受
付

■
募
集
定
員　

　

１
０
０
名
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

２
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

■
場
所

　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
平
野
）

■
対
象

　

町
内
外
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

12
月
22
日
㈭

■
主
催　

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　

か
が
や
き
塾

■
後
援　

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
５

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
冬
コ
ー
ス
～

〇
豆
腐
と
お
か
ら
料
理
づ
く
り

・
内
容　

豆
腐
づ
く
り
・
お
か
ら

　

を
使
っ
た
料
理
づ
く
り

・
日
時　

　

平
成
24
年
１
月
15
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

・
場
所　

工
房
ふ
き
の
と
う　

　
（
志
佐
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

６
人

・
募
集
締
め
切
り　

１
月
５
日
㈭

※
昼
食
あ
り

○
紫
芋
餅
・
み
か
ん
餅
と
茶
が
ゆ

づ
く
り 

・
内
容　

紫
芋
餅
・
み
か
ん
餅
づ

く
り
・
茶
が
ゆ
づ
く
り

・
日
時　

　

平
成
24
年
1
月
21
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

・
場
所　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
久
賀
）

・
体
験
料　

１
２
０
０
円

・
受
入
人
数　

７
人

・
募
集
締
め
切
り　

1
月
11
日
㈬

○
サ
ザ
エ
飯
づ
く
り

・
内
容　

サ
ザ
エ
を
殻
か
ら
取
り

出
し
、
サ
ザ
エ
ご
飯
を
炊
く

・
日
時　

　

平
成
24
年
1
月
28
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

・
場
所　

実
施
者
宅
（
西
安
下
庄
）

・
体
験
料　

２
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

６
人

・
募
集
締
め
切
り　

1
月
18
日
㈬

※
昼
食
あ
り

○
み
そ
づ
く
り

・
内
容　

味
噌
づ
く
り
の
最
終
工

程
の
み
、
味
噌
汁
の
試
食

・
日
時　

　

平
成
24
年
1
月
28
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

・
場
所　

油
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　

タ
ー
（
伊
保
田
）

・
体
験
料　

１
２
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

1
月
18
日
㈬

※
出
来
上
が
っ
た
味
噌
１
㎏
を
お

持
ち
帰
り

○
久
賀
の
田
舎
料
理
体
験 

・
内
容　

季
節
の
野
菜
な
ど
を
使
っ

た
田
舎
の
料
理
づ
く
り

・
日
時　

　

平
成
24
年
1
月
30
日
㈪

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

・
場
所　

久
楽
会
館

　
（
久
賀
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

1
月
20
日
㈮

※
昼
食
あ
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

【
相
談
】

　

携
帯
の
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト

に
登
録
し
た
ら
、
出
会
い
系

サ
イ
ト
か
ら
メ
ー
ル
が
届
き

始
め
た
。
届
い
た
メ
ー
ル
を

興
味
本
位
で
開
い
た
ら
、
い

き
な
り
登
録
完
了
画
面
が
表

示
さ
れ
、
２
日
以
内
に
料
金

４
万
８
千
円
を
支
払
え
、
そ

れ
を
過
ぎ
る
と
８
万
円
に
な

る
と
請
求
画
面
が
表
示
さ
れ

た
が
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
。

【
処
理
】

　

契
約
が
成
立
し
て
い
な
い

こ
と
を
説
明
し
、
こ
ち
ら
か

ら
相
手
に
連
絡
し
な
い
こ
と
、

ま
た
、
頻
繁
に
請
求
が
あ
れ

ば
ア
ド
レ
ス
を
変
更
す
る
よ

う
に
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で

サ
イ
ト
を
開
き
、
何
ら
か
の

項
目
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、

突
然
、
会
員
登
録
完
了
画
面

と
と
も
に
料
金
を
請
求
さ
れ

た
と
い
っ
た
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

電
子
消
費
者
契
約
法
で
は
、

事
業
者
側
は
消
費
者
が
契
約

す
る
前
に
、
確
認
・
訂
正
等

す
る
た
め
の
画
面
を
設
定
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

契
約
意
思
の
確
認
画
面
が
無

く
、
突
然
、
会
員
登
録
料
金

を
請
求
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、

契
約
は
成
立
し
て
い
な
い
の

で
、
料
金
を
支
払
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
わ
て
て
事

業
者
へ
連
絡
を
取
る
こ
と
は
、

住
所
や
氏
名
、
電
話
番
号
な

ど
新
た
な
個
人
情
報
を
知
ら

せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
絶
対

に
避
け
て
く
だ
さ
い
。

か
し
こ
い
消
費
者

有
料
サ
イ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル

相
談
は　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

ま
た
は
町
商
工
観
光
課   　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

めざせ！
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　

中
本　

奈
美

　
　
　
（
健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班
）

お知らせ 12 月

たこあげは電線のない場所で！

　お正月が近づいてきました。
　「凧あげ」を安全に楽しむために次のことにご注
意ください。
◎「凧あげ」は近くに電線などのない広いところで
楽しみましょう。
◎電線にかかった凧を自分で取ろうとすると，感電
を起こすこともありますので，電線には，絶対に触
れないようお願いします。
◎もし凧が電線にかかったら，絶対に自分で取ろう
としないで，必ず中国電力までお知らせください。
◆問い合わせ
　中国電力株式会社　柳井営業所
　フリーダイヤル
　０１２０（６１６）３１７

ココリンピック２０１２
ココカラ杯　周防大島卓球大会

◆日時　平成 24 年１月 15 日㈰
　　　　開会式　午前８時 45 分～
　　　　試合開始　午前９時～
◆場所　周防大島町Ｂ＆Ｇ体育館
◆申し込み
　平成 24 年１月６日㈮までに参加希望チームは大島
郡卓球協会事務局（☎０９０‐８２４７‐７９４４）
までお申し込みください。
◆主催　ＮＰＯ法人ココロとカラダ健究会
◆後援　周防大島町教育委員会
◆問い合わせ　ココロとカラダ健究会
　☎０８０（１９１９）１８５７

～　

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て　

～

　　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
私
た
ち
は
い
ろ

い
ろ
な
ス
ト
レ
ス
に
囲
ま
れ
、
イ
ラ
イ
ラ

し
た
り
、
落
ち
込
ん
だ
り
し
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
、
身
近
に
相
談
で
き
る
家
族
や
友

人
が
い
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。
話

を
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
分
の
状
況

を
整
理
で
き
た
り
、
気
持
ち
が
楽
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
病
気
は
誰
で
も
か
か
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。「
気
分
が
落
ち
込
ん
で
や

る
気
が
で
な
い
」「
眠
れ
な
い
」「
食
欲
が

な
い
」
な
ど
、
つ
ら
い
症
状
が
長
く
続
い

た
り
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
時

に
は
、
無
理
を
せ
ず
早
め
に
専
門
の
医
療

機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

以
前
「
こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口
の
ご
案
内
」

を
配
布
し
ま
し
た
が
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま

し
た
か
？
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
困
っ

た
時
の
相
談
先
や
専
門
の
医
療
機
関
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。）

　

健
康
づ
く
り
班
で
は
、
保
健
師
が
こ
こ

ろ
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
ご
自

宅
や
身
近
な
場
所
等
に
て
お
話
を
伺
い
ま

す
。
ま
ず
は
一
度
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
こ
こ
ろ
の
病
気
を
持
つ
方
が
、
地

域
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
通
院
医
療
費
を
助
成
す
る
制

度
や
、
就
労
・
生
活
支
援
の
た
め
の
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
に
つ
い
て
相
談
・

手
続
き
・
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
４
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 11 日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 11 日㈬ 10：00 ～ 10：30

エイズ抗体検査 11 日㈬ 14：00 ～ 16：00

《 １ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

相談内容 実施日 時間

心の健康相談 17 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 27 日㈮ 10：00 ～ 15：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

12 月

21 日㈬
健康相談〈8：30 ～ 11：30　しまとぴあスカイセンター〉 
1 歳 6 か月児健康診査〈13：00 ～ 13：30（受付）〉

22 日㈭
育児相談〈10：00 ～ 11：30 しまとぴあスカイセンター〉
たけのこづくり講習会〈10：00 ～ 15：00 　町内〉

23 日㈮
休日在宅当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉
しめ縄作り体験学習

〈14：00 ～ 16：00 　周防大島文化交流センター〉

24 日㈯

25 日㈰ 休日在宅当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

26 日㈪

27 日㈫

28 日㈬

29 日㈭ 休日在宅当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉

30 日㈮ 休日在宅当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉

31 日㈯ 休日在宅当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

1 月

1 日㈰ 休日在宅当番医〈野村医院☎７６－００１７〉

2 日㈪ 休日在宅当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉

3 日㈫ 休日在宅当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

4 日㈬ 成人式〈11：00 ～ 　橘総合センター〉

5 日㈭ 消防出初式〈9：15 ～ 　県大島防災センター〉

6 日㈮
こころの相談会〈久賀福祉センター【要予約】〉 

【申込先】健康増進課 健康づくり班 ☎ 77-5504

7 日㈯ 郡フットサル大会〈12：30 ～ 17：30　総合体育館〉

8 日㈰
休日在宅当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉
郡フットサル大会〈8：30 ～ 16：00　総合体育館〉

9 日㈪ 休日在宅当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉

10 日㈫

11 日㈬ 育児相談〈10：00 ～ 11：30 東和総合センター 2 階和室〉

12 日㈭

13 日㈮ 育児相談〈10：00 ～ 11：30 たちばなケアプラザ〉

14 日㈯

15 日㈰
休日在宅当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉
防災講演会〈10：00 ～　東和総合センター〉

16 日㈪

17 日㈫
健康相談〈8：30 ～ 11：30　東和総合支所〉 
育児相談〈10：00 ～ 11：30 久賀福祉センター集会室〉

18 日㈬ 健康相談〈8：30 ～ 11：30　しまとぴあスカイセンター〉

19 日㈭ 健康相談〈8：30 ～ 11：30　久賀総合支所〉

20 日㈮

健康相談などに関するお問い合わせ　
健康増進課　☎ 0820（77）5504
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 23 年 10 月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

５１ １ ６３

前年比

－２ ＋１ －５

物損事故件数

２２２ 前年比 －２９

人の動き（12 月１日現在）

人　口 １９, ２８９人（49 人減）

男 ８, ７２９人

女 １０, ５６０人

世帯数 １０, ２４１戸（25 戸減）

今月の納期
　
　【第３期分】　固定資産税
　【第６期分】
　国民健康保険税（普通徴収）
　介護保険料　　  （普通徴収）
　後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　   （普通徴収）
    　 納期限      　　12 月 26 日㈪

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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星
野
哲
郎
記
念
館
に
お
い
て
、
12
月
22
日
㈭
～
平
成
24

年
３
月
27
日
㈫
の
約
３
か
月
間
、
星
野
哲
郎
先
生
の
自
宅

の
一
間
を
提
供
し
て
主
宰
し
た
作
詞
家
た
ち
の
集
ま
り
、

『
桜
お
う
ち
ょ
う
し
ゃ

澄
舎
』
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

武
蔵
野
の
一
郭
に
、
落
ち
葉
を
踏
み
し
め
て
集
う
門
人

た
ち
は
、
裸ら
ぎ
ょ
う形
の
言
葉
を
求
め
て
、
時
に
は
火
花
を
散
ら

す
よ
う
な
激
し
い
や
り
と
り
を
成
し
た
と
も
言
い
ま
す
。

　

桜
澄
舎
の
成
り
立
ち
を
た
ど
り
つ
つ
、
物
故
さ
れ
た
中

山
大
三
郎
氏
な
ど
の
魅
力
的
な
人
柄
や
、
愉
快
な
往
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
星
野
先
生
が
師
と
仰
ぐ
石
本
美
由
起
先
生
と
の

師
弟
関
係
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。
貴
重
な
資
料
を
交

え
て
、
石
本
先
生
の
主
宰
し
た
『
新
歌
謡
界
』
に
お
け
る
、

若
き
日
の
星
野
先
生
の
活
動
を
た
ど
っ
て
い
き
ま
す
。
星

野
先
生
を
更
に
詳
し
く
知
る
事
が
で
き
、
お
人
柄
や
偉
大

さ
も
分
か
る
企
画
展
示
展
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

星
野
哲
郎
記
念
館　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
３
６
５

　

商
工
観
光
課　
　
　

　

公
共
施
設
管
理
班　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

星
野
哲
郎
記
念
館　

特
別
企
画
展

『
桜
澄
舎
、
主
人
敬
白
』

　

～
星
野
哲
郎
の
門
下
生
、

　
　
「
桜
澄
舎
」
の
作
家
た
ち
～  

開
催

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


